
氏  名 南 由介 

職  名 法科大学院兼任講師 

最終学歴 慶應義塾大学大学院法学研究科公法学専攻後期博士課程単位取得

退学 

取得学位 修士（法学）［慶應義塾大学］ 

 

［略 歴］ 

年  月 事  項 

平成 16 年 ４月 

平成 19 年 ４月 

平成 21 年 10 月 

平成 29 年 ４月 

令和 ２年 ４月 

令和 ３年 ４月 

桃山学院大学法学部専任講師 

桃山学院大学法学部准教授 

鹿児島大学大学院司法政策研究科准教授 

鹿児島大学法文学部准教授 

日本大学法学部准教授 

日本大学法学部教授 

 

［社会における活動等］ 

年  月 事  項 

  

 

［主な研究業績等］ 

著書、学術論文等の名称 
発行または 

発表の年月 
備 考 

著書 

1. 『よくわかる刑法〔第３版〕』（共著）〔ミネルヴァ書房〕 

 

2. 『刑法の時間』（共著）〔有斐閣〕 

 

平成 30 年 ５月 

 

令和 ３年 ４月 

 

 

 

 

論文 

1. 「自救行為に関する一考察」『慶應の法律学 刑事法』 

 

2. 「刑法 240 条における強盗の機会の時間的・場所的限界について」法

学論集（鹿児島大学）49 巻 2号 121 頁 

 

3. 「意味の認識の内容について」慶應法学 37 巻 321 頁 

 

4. 「『無許可』の故意について」法学論集（鹿児島大学）52 巻 2号 83 頁 

 

5. 「指定薬物の故意」刑事法ジャーナル 56 号 141 頁 

 

6. 「インサイダー取引の罪における主体について―最高裁平成 27 年 4

月 8日決定を素材として―」法学論集（鹿児島大学）53 巻 2号 7頁 

 

7. 「意味の認識の再構成」刑法雑誌 59 巻 2号 188 頁 

 

8. 「フォト・コピーの文書性」刑法判例百選Ⅱ各論〔第 8版〕 

 

平成 20 年 12 月 

 

平成 27 年 ６月 

 

 

平成 29 年 ２月 

 

平成 30 年 ３月 

 

平成 30 年 ５月 

 

平成 31 年 ３月 

 

 

令和 ２年 ７月 

 

令和 ２年 11 月 

 

255-280 頁 

 

121-148 頁 

 

 

321-342 頁 

 

83-114 頁 

 

141-148 頁 

 

7-37 頁 

 

 

188-205 頁 

 

178-179 頁 

 


